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研究課題名 血管炎症候群の病因、治療反応性ならびに予後に関する観察研究 

所属（診療科等） 長崎大学病院 第一内科 

研究責任者(職名) 川上 純  長崎大学病院第一内科 教授 

研究期間 研究機関長許可日～2025年8月1日 

研究目的と意義 血管炎症候群の臨床的特徴や治療効果を調査するため 

研究内容 

●対象となる患者さん                                          

血管炎症候群の患者さんで、1989年1月1日から、202５年3月31日までの間に、血

管炎症候群の診断を受けた方    

●対象となる健常人の方    

「地域における生活習慣が影響を与えると考えられる疾患の追跡研究」（長崎大学医歯薬学

総合研究科医学系倫理委員会 許可番号14051404）に参加された方                                                                                                                                                                         

●利用するカルテ情報（対象となる患者さんのみ） 

診断名、年齢、性別、身体所見、診断時の症状、診断時の身体所見、各受診時の症状、各受

診時の身体所見、初診時ならびに各受診時の検査結果（血液検査、画像検査、心電図検査、

病理検査、生理学的検査、内視鏡検査） 

●利用する情報（健常人の方） 

生年月日、性別、採血日 

●利用する試料（対象となる患者さんと健常人の方） 

保存されている血液または尿（尿は患者さんのみ） 

●研究方法 

診断時の血管炎症候群の特徴と、血管炎症候群の再燃や死亡のリスクとの関係を明らかにす

るために、診断時の症状や検査データを用いて比較を行います。また、治療によって、血管

炎症候群の症状や検査データがどの程度改善するか、改善が得られやすい患者さんは、診断

時にどのような特徴があるかについても解析します。また、保存されている血液や尿がある

場合は、細胞分離（血清やタンパク質、小分子などによる血球の刺激）、タンパク質（サイト

カイン・ケモカインなど）解析および代謝産物解析、RNA抽出、蛋白発現、フローサイト

メトリー、抗体アレイ（抗原特異的 IgGの測定）、プロテオーム解析、micro RNA、RT-PCR、

マイクロアレイによる解析を行うことがあります。健常人の方の血液は、タンパク質（サイ

トカイン・ケモカインなど）解析および代謝産物解析、抗体アレイ（抗原特異的 IgGの測定）、

プロテオーム解析による解析を行い、患者さんとの比較に用いられます。 

情報の取扱い 

各共同研究施設で収集された情報は、個人情報を含まない形で長崎大学病院第一内科へ提供

され、長崎大学病院第一内科の研究者が確認した上で情報を統合し、長崎大学のオンライン

ストレージ（NU Drive）を通じて各施設に共有されます。共有された情報は本研究の目的の

みに用いられ、第三者への提供は禁止されています。 

問い合わせ先 

【担当医師】 

 氏名：福井 翔一   長崎大学病院第一内科 助教 

住所：長崎市坂本1丁目7番1号                                                             

電話：095（819）7262  FAX 095（849）7270 

【ご意見、苦情に関する相談窓口】（臨床研究・診療内容に関するものは除く） 



  苦情相談窓口：医療相談室 095（819）7200 

  受付時間  ：月～金  8：30～17：00（祝・祭日を除く） 

 


